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青
梅
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
住
民
の
立
場
か
ら
協
力

す
る
東
部
地
域
の
親
睦
団

体
「
和わ
ら
じ
か
い

楽
路
会
」
の
新
年

会
が
1
月
28
日
、
霞
共
益

会
館
（
青
梅
市
野
上
町
）

で
開
か
れ
た
。
来
賓
、
会

員
ら
約
90
人
が
参
加
し
、

新
春
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ

し
た
。

　

同
会
は
１
９
４
１
（
昭

和
16
）
年
に
霞
地
区
青
年

団
有
志
が
郷
土
愛
、団
結
、

友
情
を
掲
げ
て
設
立
。
こ

れ
ま
で
、
政
治
、
経
済
、

文
化
な
ど
の
講
演
会
を
開

く
な
ど
活
発
な
活
動
を
行

っ
て
き
た
。

　

関
塚
博
美
会
長
は
「
今

年
は
昭
和
１
０
０
年
に
当

た
る
。
昭
和
16
年
創
立
の

和
楽
路
会
は
地
域
の
振
興

と
親
睦
に
力
を
注
ぎ
84
年

の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

創
立
１
０
０
年
に
向
け
確

か
な
歩
み
を
続
け
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

大
勢
待
利
明
市
長
、
森

村
隆
行
都
議
、
松
永
重
徳

Ｊ
Ａ
西
東
京
代
表
委
理
事

組
合
長
、
下
田
盛
利
霞
共

益
会
会
長
、
若
手
で
つ
く

る
第
二
和
楽
路
会
の
山
下

望
会
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
長
老
の
山
下
英
夫
さ

ん
の
「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
の
発
声
で
乾
杯

し
、
懇
親
に
移
っ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
大
勢

待
市
長
が
「
青
梅
市
の
こ

れ
か
ら
」
と
題
し
、
講
演

し
た
。
一
昨
年
11
月
に
行

荒
れ
た
市
長
選
の
公
約
の

進
捗
状
況
を

報
告
。
明
星

大
跡
地
に
つ

い
て
は
、
能

登
地
震
で
被

災
し
た
日
本

航
空
学
園
が

移
転
し
て
お

り
、
行
政
、

市
民
と
の
交

「青梅市のこれから」大勢待市長が講演

和楽路会新年会 90人が集う

約 90 人が参加し、新春のあいさつを交わした

公約の現状などを語る大勢待市長

流
が
進
ん
で
い
る
、
学
校

給
食
の
無
償
化
は
多
摩
26

市
に
先
駆
け
昨
年
７
月
に

開
始
し
て
い
る
、
公
共
交

通
の
導
入
は
グ
リ
ー
ン
ス

ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
本
格

運
行
さ
せ
る
ほ
か
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
タ
ク
シ
ー
の
試

行
導
入
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

を
進
め
て
い
く
な
ど
と
し

た
。

　

反
面
、
新
市
民
ホ
ー

ル
建
設
は
見
積
り
が

２
１
８
億
円
と
な
り
、
財

政
的
な
側
面
か
ら
改
め
て

積
算
作
業
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

課
題
と
し
て
、
新
市
民

ホ
ー
ル
建
設
の
ほ
か
、
物

価
高
騰
と
人
件
費
増
で
青

梅
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の

財
務
が
悪
化
し
て
お
り
、

10
億
円
の
財
務
融
資
が
必

要
に
な
っ
て
い
る
と
し

た
。
人
口
は
自
然
減
の
反

面
、
社
会
増
と
な
っ
て
お

り
、
動
画
サ
イ
ト
な
ど
を

フ
ル
活
用
し
、
青
梅
市
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
と
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
、
開

発
、
観
光
振
興
に
取
り
組

む
ほ
か
、
税
金
の
収
納
率

を
高
め
る
取
り
組
み
や
ふ

る
さ
と
納
税
の
充
実
な
ど

で
税
収
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
く
と
い
う
。

　
「
職
員
に
は
新
し
い
ア

イ
デ
ア
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

促
し
て
い
る
。
青
梅
市
の

替
わ
っ
て
い
く
姿
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
共
有
し
て
い

き
た
い
」
と
力
を
込
め
、

締
め
く
く
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
な
ど
が
花
を
添

え
た
。 　

　

同
高
は
１
９
８
２
（
昭

和
57
）
年
に
開
校
。
こ
れ

ま
で
１
万
９
０
０
０
人
ほ

ど
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
、
社
会
に
あ
っ
て
存
在

感
を
高
め
て
い
る
。
運
営

す
る
菅
生
学
園
は
中
等

部
、
初
等
学
校
も
設
立
。

一
貫
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

東
海
大
学
菅
生
高
校

（
あ
き
る
野
市
菅
生
）
の

同
窓
会
、
菅
生
川か
わ
せ
み蝉
会

の
新
年
交
歓
会
が
２
月
１

日
、
ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東

京
立
川
で
開
か
れ
た
。
合

同
で
行
っ
た
38
期
生
成
人

を
祝
う
会
の
出
席
者
と
教

職
員
を
含
め
約
１
５
０
人

が
参
加
し
た
。 

　

同
会
は
１
期
生
が
50

歳
の
節
目
を
迎
え
た

２
０
１
８
年
４
月
に
発
会

し
た
。
昨
年
、
渡
邉
弘
行

さ
ん
か
ら
会
長
の
バ
ト
ン

を
受
け
た
青
木
龍
太
さ
ん

は
「
１
期
生
は
あ
と
2
年

で
還
暦
を
迎
え
、
あ
と
7

年
で
創
立
50
周
年
を
迎
え

る
。
卒
業
生
の
繋
が
り
を

も
の
ま
ね
芸

人
の
ち
な
っ

ぴ
ー
さ
ん

（
本
名
・
先

久
千
夏
）
の

つ
く
る
菅
生
マ
ッ
プ
づ
く

り
を
進
め
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

島
田
幸
成
理
事
長
、
峰

岸
英
仁
校
長
、
橋
本
健
司

後
援
会
長
ら
が
卒
業
生
の

頑
張
り
と
在
校
生
の
活
躍

を
称
え
る
祝
辞
を
贈
っ

た
。
席
上
、
同
会
か
ら
新

成
人
に
タ
ン
ブ
ラ
ー
が
贈

ら
れ
た
。

　

昨
年
に
次
ぎ
23
期
生
で

菅
生
川
蝉
会
の
新
年
交
歓
会

卒
業
生
の
繋
が
り
よ
り
強
く

同窓の笑顔があふれた新年交歓会

か
ら
青
梅
市

に
移
転
し
て

い
る
日
本
航

空
大
学
校
か

ら
も
ト
ー
タ
ル
モ
ビ
リ
テ

ィ
工
学
科
学
科
長
の
松
尾

史
朗
さ
ん
の
引
率
で
20
人

の
学
生
が
参
加
し
た
。

　

松
尾
さ
ん
は
「
講
演
は

Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
こ
と
や
ロ
ケ
ッ

ト
技
術
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
人

生
と
多
岐
に
わ
た
り
、
最

後
は
神
の
領
域
に
ま
で
及

ぶ
大
変
内
容
の
濃
い
も
の

だ
っ
た
。
学
生
た
ち
は
、

ス
ー
パ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

な
る
と
い
う
こ
と
、
も
の

の
仕
組
み
、
動
き
を
〝
な

ぜ
か
な
〟
と
い
う
目
で
し

っ
か
り
考
え
る
こ
と
を
学

ん
だ
よ
う
だ
っ
た
」
と
感

想
を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
当
日
一
番
乗
り

で
会
場
を
訪
れ
た
女
性

は
、「
主
人
が
Ｉ
Ｈ
Ｉ
に

勤
務
し
て
い
て
、
今
は
遠

く
に
単
身
赴
任
し
て
い

る
。
主
人
に
会
う
よ
う
な

気
持
で
早
く
来
て
し
ま
っ

た
。
Ｉ
Ｈ
Ｉ
瑞

穂
工
場
に
勤
務

し
、
河
辺
に
住

ん
で
い
た
宇
宙

飛
行
士
の
野
口

聡
一
さ
ん
の
こ

と
も
よ
く
知
っ

て
い
る
。
き
ょ

う
は
来
て
よ
か

っ
た
」
と
話
し

て
い
た
。

開発の現場を語る三原さん

　

青
梅
法
人
会
源

泉
部
会
が
主
催
す

る
西
多
摩
市
民
講

座
が
1
月
16
日
、

プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ

と
ろ
ぎ
（
羽
村
市

緑
ケ
丘
）
小
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ

た
。
Ｉ
Ｈ
Ｉ
航
空

･

宇
宙･

防
衛
事

業
領
域
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
事
業
推
進
部

長
の
三
原
礼
さ
ん

が
「
ロ
ケ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
を
開
発
す

る
と
い
う
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
宇
宙

事
業
に
つ
い
て
語

っ
た
。

　

三
原
さ
ん
は
、
国
際
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機

「
こ
う
の
と
り
」、
小
惑
星

探
査
機
の
「
は
や
ぶ
さ
」

の
帰
還
カ
プ
セ
ル
な
ど
の

話
な
ど
も
交
え
、
ロ
ケ
ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
な
ど
を
解
説
。
高
い
性

能
性
と
運
用
性
、
コ
ス
ト

低
減
に
挑
ん
で
き
た
ロ
ケ

ッ
ト
開
発
の
現
場
を
紹

介
。

　
「
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上

げ
と
い
う
と
華
や
か
な
イ

メ
ー
ジ
だ
が
、
ロ
ケ
ッ
ト

エ
ン
ジ
ン
の
製
造
と
言
っ

て
も
特
別
な
も
の
で
は
な

く
、
部
品
を
１
つ
１
つ
て

い
ね
い
に
作
る
こ
と
の
積

み
重
ね
。
や
っ
て
い
る
こ

と
は
も
の
づ
く
り
と
同

じ
。
考
え
抜
い
て
も
答
え

が
出
な
い
神
様
の
領
域
と

言
っ
て
も
い
い
も
の
が
あ

る
」
と
開
発
者
の
心
境
を

明
か
し
た
。

　

冒
頭
、
同
社
瑞
穂
工
場

の
説
明
が
あ
り
、
産
業
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
、航
空
宇
宙
開
発
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
分
野

で
、
も
の
づ
く
り
へ
の
飽

く
な
き
挑
戦
と
高
度
な
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
力
で
、

産
業
と
社
会
の
発
展
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
宇
宙
や
ロ
ケ

ッ
ト
に
興
味
を
持
つ
高
校

生
か
ら
大
人
ま
で
２
３
０

人
ほ
ど
が
訪
れ
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。
昨
年
４
月

現
場
の
声
を
２
３
０
人
が
聴
講

ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
開
発
で
講
演
会

青梅法人会源泉部会が市民講座


